
　太子堂・住民参加のまちづくり

神 楽 坂 サ ロ ン 3月

申込用紙→FAX（03）5228-0392

お名前

団体名・所属など

住所

電話 ファクス mail

　参加 　参加懇親会

景観と住環境を考える全国ネットワーク http://www.machi-kaeru.com/　　510@machi-kaeru.com
〒162-0825  東京都新宿区神楽坂 3-2-5　SHKビル

世田谷区太子堂は、木造住宅密集市街地（モクミツ地域）です。東京都が進めようと
するスクラップアンドビルドの防災都市造りに対して、合意形成を重視し、古いコミュニティ
と街並みを残す修復型の再開発を実践してきたのが梅津さんを始めとする太子堂の皆さ
ん。今では当たり前になっているワークショップやまちあるき、協議会方式などは、「太子
堂方式」と呼ばれるこの実践の中から編み出されました。
梅津さんが運動に関わるきっかけとなったのは自宅近くのマンション紛争。15 階建てを
10 階に引き下げるという判決を勝ち取り、その後日影規制条例制定の直接請求運動に
発展し建築基準法改正につながったことでも有名です。
このたび、梅津さんが 30 年間の経験を『暮らしがあるからまちなのだ！』（学芸出版）
にまとめられました。当時のマンション紛争、日照権運動をともにした弁護士の五十嵐敬
喜さんなど、梅津さんと長く親交のある方々を会場に迎えてコメントもいただく予定です。

2015 年 3月9日（月）午後 6時 30 分～
講師：梅津政之輔さん ( 太子堂 2、3 丁目地区まちづくり協議会元副会長 )　

会場：全水道会館 5 階　中会議室（水道橋駅東口下車徒歩 2 分）

参加費：一般 1500 円、会員 1000 円、学生 500 円（定員 70 名）
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※終了後、懇親会を予定しています。（会場未定、費用別途）
※いずれも事前に申込が必要です。申込なしでご来場頂いた場合はやむおえず
　お断りすることがあります。
※お申込み頂いて都合が悪くなった場合はキャンセルをお願いします。
※申込み締切 3月6日（定員に達し次第締め切らせて頂きます。）
ネットでからの申込　http://www.machi-kaeru.com

マンション紛争から始まった住民によるまちづくりの30年間

太子堂・住民参加のまちづくり

「太子堂住民参加のまちづくり
暮らしがあるからまちなのだ」
梅津政之輔著(学芸出版)


